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ア ユ 卵の 活性 化 に対する卵巣液並 び に生物体液 の 影響
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昭和 30 年 5 月 12 日受領

　 接 水 に よ り正 営 受 精 と 同様 に 活性化 ナ る ア ユ 卵 は高 調 ， 等 調生理的食塩 水 でpH ＝7．O〜7，3）中 に て ， そ れ

ぞ れ 塊 濃 度 に 応 し て 活性化が 遅延す る が 完 全 に 抑制 され る こ とが な い ． し か L 生 瑚 的食塩 水 の pH の 影響

を み る と ， 適 当な る ア ル カ リ性 （pH ＝7．8〜9．4）で あ る 時 ，活性化 が 抑制 さ れ ， 酸控 （pH ；3．O〜5．2）で は

逆 に 促進 され る傾向が あ る 。 ウ グ イ卵 に 於て は 媒液 の 塩及 び膠質 の 濃度 が 高 く な る に つ れ て 昇即）活性 化 遅 延

を馗 大 さ せ る が 完 全 な る…蹄制作 用 が な い こ と か ら
， 卵 巣液の 活性 化揖 制作用 に 就 い て 調 べ る 必要 が あ る と考

2 て ， ウ グ イ卵 と同 じ く接水活性化す る ア ユ 卵 で 即 巣液そ の 他 の 生 物 体液 に 就 い て の 影 響 を 調 べ た そ の 結果

に 就 い て 報 告す る 。 本 文 作 製 に 際 し て 御指 導 し て 載 い た 熊本大 学 勘 教 授後藤源 太郎先 生 並 び に 御 助 言 と御批

判 を載 い た 恩 師北海道大 学助 教授狩 野康比 古先 生 に 厚 く御礼 の 辞 を申 し 上 け る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 材　料　及　び　方 　法

　 ア ユ （Pleco．a．tossttsα 1加 61 紛 の 採隻地 ， 期問 ， 採卵及 び 保存 ，生 理 的 食 塩 水 の 原 液 ，
　 pH 測定 ，及 び 実験

液中 の 卵 の 活性化 ¢ ）表わ し方 等 は前報 と同機 で あ る 。 笑験温 度 は 】5〜20℃ で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結　　　　　黒

　 L 　卵巣液並 び に 生 物休 液 の 影響

　 ア ユ の 成 熟卵 巣 を濾紙 に て 分 離 し て 集 N・ た 卵 巣 液 中 に 卵 を入 れ る と ， こ の 液中 で ei安 rcで あ り長時 辟処 理

（10 時 間）で も活 性化 が 起 き な い
。 こ 札 を水道水 に 返 つ と常 に 正 常 に 活性 化す る 。 叉，等調 ，高 調 牛 理 的 食 塩

水 （pH − 7・3）で は 畳攜能 が 1時 間処 理 で 臨 嘸 い か ， 或 は 相 当 に 滅 退 す る の に 反 し て ，　Pff巣液中 に て ｝ま．受

精 能 は 2〜4 時 問後 も高率 （90％ 以 上 1 に 保持 す 60 し か し剔 巣液は 実 験液 と し て 用 う る程，多量 に 得 る こ

と は 多数 の 材料 を必要 と し て 財攤 で あ り，
ア ニ・一の 卵巣液 と同様 の 条 件 （等 滲透圧 に 近 く， 且 つ 膠質）を具 え

て 比較的 碍 や す い もの に ニ ソ ト リの 卵白 ， 哺乳類 0）血 清 が 考 え ら れ る 。 ア ユ 卵 ， 卵自及 び 羊 の 血 淆 の 氷点 降
’
ド を測定 し た 一例 で は ，ア ユ 卵 △ ＝ O・S8，卵白 △ ＝0・55

， 羊航t清 △ ＝＝O．S6 で
， ほ t

’
こ れ らは 溶透 圧的に 大

差ない 乳の と見 徹 ナ こ と か 出来 る 。 そ こ で 卵自 及 び 犬 ， 羊 の 血清 中 に ア P −SNを処 理 し て み る と ， 卵 巣液 と同

様 に 上 記 の 牛 物体 液 で は 活 性 化 か 起 きな い
。 又 ，

4 時 間後 ， 之 を水道水に移す と正 常 に 活惟 化 す る 。 同 じ抑

制作用 を有 す る γ ・功 り性生 耡 勺食 塩 水 で は ， 9Slei　 2〜3 時 間処 理 迄 は 可逆的 に 活 性化 が 抑制 さ れ る が ，
4

時 間処 理 で は 水道 水 に 移 し て も沽 性 化 し な い か ら 卵 巣液及 び 生 物体液 と ア ル カ リ性 生 理 的食 塩 水 と は 異 る 。

匪 つ て こ れ ら の 液 で は 卵 は 活性イヒ能力 の 障害 を 受 け な い と考 え 瞬 t る 。 こ tv ら の 活性 化抑制 作 用 の あるse巣

液技 び に 生 物 休 液 を Mi7 生 理 的食塩 水 ，　 M β・5 グ ル コ ース 溶液，或 は 蒸溜水 （各液 ，
　pH ；7．5）に て 稀釈

し た 実験液に卵 を 処 理 した 2 時 間 後 の 活性 化 （表届変 化 ， 卵 漠扛挙，二 極 分 化 ）の 進行程 度 は 第 1 表 の 様1
で あ る。即 ち ， ア ユ の 卵 巣液 を等 調生 理 的食塩 水 に て 稀釈 し た 場合 ，

’
ア ユ 卵 は 5 倍稀釈迄 の 液 で は 活 性化

が 起 きず ・
】0 倍稀釈 に し活性 化 を起 す様 に な る 。 夊 ， そ の 他 の 生 物体 液 で は 生 理 的食 塩水稀釈 の 場合は 20

倍迄 ， ア ユ 卵 は 活性化を起 さ ない が 40 倍 で は 活性化 が 起 き る様 に な る。 生物 体液 を グ ル コ
ース 溶液或は蒸

溜水 に て 稀 釈 し た 場 合 は 5 倍稀釈 迄 ， ア ユ 卵 は 活性化 を 起 さ な い が ，
10 倍 で は 活性化が起 き る 。 グ ル コ

ー

ス 或 は 蒸溜水 に て 稀釈 し た 場 合 は 同 じ結 果 を示 し て い る こ と は ， サ ケ ， ウ グ イ ， ア ユ 卵 に於 て 活性化は非電

解質溶液の 濃 度 に 影 響 さ れ ない こ と ・L　− Stす る 。 犬 ，羊 の Ml清 の 活性化抑制濃度 5 倍稀釈 （グ ル コ ース
， 蒸

溜水〉は そ の 液中 に 含 ま れ る 塩濃度 を最高に推定 し て も約 M130 の NaCl ｝（ 相当 し ， 狩 孵 （
，52）に よ る と

こ の 程度 の 濃度 の 生 理 的 食 塩 水 で は “ま と ん ど水道水 に 近 い 速度 tc て 表層変化 ， 卵 漠扛 挙 ， 二 極分 化 を 行 うの

で あ る が ， 上 述 の 様 に 犬 ， 羊 の 血 清 が 混入 し て い る場 合 の M130 に 於 け る稀 釈媒液 で は 活性 化 し な い こ と か

（12 ）
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第 1 表 稀 釈 し た生物体液 2 時 間処理 り活弛 化 の 状態

　　　媒　　　　　　　 液

卵 巣 液

卵 巣 液 1 部
・
＋
・Ringer　　 4 部

　 　　 〃　　　 →　 〃　　　　 9 部

卵 白

卵 　肖　 1 部 1−Ringer 　　 4 部

　 　　 〃 　　　
−1．　 ll　　　　 9 部

　　　 〃 　　　 ・1・　 r．・　　　 IY 部

犬 血 清

犬 血 清 ］ 部 ＋ Ringe ｝
’
　 4 部

　 　　 〃　　　
一
ト　 ry　　　　 9 部

　 　　 〃 　　　　十 　　〃 　　　　　19 部

　　　 〃　　　＋ 　 ”　　　 39 部

　　　 〃　　　　十 glu 〔Ose 　　　塵　部

活 性
・
化　　　　　蝶 　　　　　　　渡

　 　 　 　　 　 犬 thL清 1 部 十 gllicosc

十

十

ttft

〃

ft

羊 映L 清

十　　〃

ld ．　 wa 書er

．
レ　 　 〃

−1．　　 〃

部

部

部

部

部

4引
Q」

工

49

活 性 化

羊 眠 清 1 部 ＋ l／i・’・q．　er

　 　 　 〃

〃

tr

〃

〃

rt

．1一　 ノt

十 　 　 Vl

十　　〃

十 d．water

十　　 〃

十　　〃

4 部

9 部

19 部

．ag．部

1 部

4 部

9 部

十

卅

ら ， 及 び生 理 的食塩水 の 稀 釈 の 結 果か ら 竜 ， 卵 党 及 び 犬 ，羊 の 血渭 に は 塩 分以外 の 原 因が活性化 を起 させ な

い こ と に 関係 し て い る こ と を 示 す n 一ヒ記 の 液中 に 於 け る活 性化抑制 の 可逆 に つ い て は ， 卵 白及 び 犬 ， 羊 の 血

清 の 生 理 的食塩水稀釈 に て 2 時 聞処 理 で は le・一一・2。 倍 で も水 道 水 に 移 し て 活｛化す るが ・
4 時 5me 　tCな

る と 5 倍驕 釈 迄 は 活性 化 が 可 逆 的 に 揶 制さ れ て い て 水道 水 に 移 す と活性化す る が ・
IO 倍以 上 の 緇釈 に な る

と水 道水 に 移 し て も活性 化 し 得 なな くな る ． 則 ち 生 理 的食 塩 水稀 釈 の 量 が 多 くなる 秘 ・a つ 処 理 時間 の 長 く

な る程 ，可 逆 的活性化抑制 で な くな る 。 之 は生 理 的食塩 水の 影響 と考 え る 。

II． 膠 質 の 影 響

　ウ グ イ卵 で は 膠質 は 活性 化 を 遅 延 させ る が （狩 野及 び 伊東，
’53），上記生勃雌こ液は膠質 で あ る故 ， 膠質 の 影 響

をみ るた め ， 卵製ア ル ブ ミ v （劉 田h ア ヲ ビ ア ゴ ム を M17 生 理 的食塩 水 1：PH ； 7．3）に 溶 か し て 実験 液 と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し て 活性化 に 対す る影響を み た 己 その 結 果は第 2表 で

　　　　 第 2 表 膠質生理 的食塩水 　 、　 　 あ る ． ア ル プ ミ ー 吸 び 1甥 到 ま，ほ と ん ど表 層変

　　　　
2 時 間処 理 嘘 性化 の 状態 　 　 　 化 も不 充分 で 且つ 媒 液 の 高皴 の 膠蜘 た め に 卵 灘

媒 液 活性化

15 ％ ア ル ブ ミ vM ，iア Ringer

lo ％　　　　　　　〃

5 ％ 　 　 　 　 　 　 　 〃

10 ％ ア ラ ビ ア ゴ ム Mt7 　Ringer

＋

＋

＋

＋

挙 が 認 め ら れ ぬ か ， 夊 は 卵表周 囲 に 微 に 認 め ら れ る貯

を形 戒す る o 併 し動

物極 に 原形質 の 集 積

が 漸次行わ れ る故 ，

従 つ て 胚盤 は 全 く隆

起 し な い で ，卵 表，

及 び 集 つ た動物極原形質 中 に 多数 の 表 謝 包が 残存す る （第 1図）。 従 つ て

こ の 場 合 も活性化 hi遅廷す る が 起 き る と考え られ る 。
5 ％ ア ル ブ ミ ン は等

調 生 理 的食壌水 〔pH ＝7．3）の 享看性化 に 比 較 し て 大 差が ない 。 夊，ア ラ ビ ア

ゴ ム で は 同様 に表 層変化 tt不 充 分 で 卵全体 の 囲卵 腔 が 微か で あ り不完全 の

胚盤 を形成す る 。 こ れ ら は ウ グ イ 卵 の ア ラ ビ ア ゴ ム 処 理 の 結果 に 似 る e 上

の 結果 か ら 膠質 生 理 的食 塩水 で は 活性化 を卵巣 液或 は 生 物体液 の 様 に 抑 制

す る こ と は 出事 な い 。 従 つ て 卵 巣液 そ の 態 の 生 物体液 の 抑 制 に は 為 ，膠質

が 関係す る以外 に なわ 別 の 原因が あ る と 考え る。

（ 13 ）
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　 IIL　卵 巣液並 び に 生物 体液 の pH の 影響

　生 理 的食塩 水の pH が 卵 活性化 に 関係す る こ と か ら，活性化 を起 させ ない ア ユ の 卵 巣液 ，卵 白及 び犬，羊
の 血清 を牛腸膜 に て 流水 中 20 時 間透析 し た膠質液 （A 液）， 或は 上記生物体液 を同量 の M 〃 生理的食塩

水 ・ 夊 は 蒸溜水 （両液 と も NaHCO3 を 加 え な い ）で 低温 （8〜 IOつC ） に て 15〜20 時間透 析 し 得 た滲出液 、
（B 液）を媒 液 と し て ， ア ユ 卵 の 活性化 に 対す る影響 をみ た。 なお 元来 の 生物体 液 ， 及 び B 液 の pll を測定

　　　　　　　 第 3 表 　透 析処 理 の 生物体 液 2 時 間処理の 活性化 の 状態 と pH の 関係

液
．

媒

　

　

ω

　

　

 

　

　

照

液

液

（

　

　

液

巣

A3

．

卵

同

同

　

切

ー

　

飢

α

　

謂

 

　

dR
液

ー

ー

A

液

液

白

BB

．

卵

同

同

pH 　　活性 化

7．8

7．8

8，i

十

　

　

n．

液
．

　
麓

の

　

6

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

　

　

あ

　
ど

液

膿

晩

　
一

A

ー

ー

清

液

．

　

　

　

　

　

　

液

　
…

清

液

液

媒
「

血

BB

血

A

・

　
一

犬

同

同
．

羊

同

同

pH 　　活性 化

8．U　 　 　　＿

　 　 　 　 丗

8．2　　　　 ＿

し た ウ そ の 結果 は 第 3 表 で あ る 。 HPち ． 卵巣液 ， そ の 他 の 生 物体液 は pH が ア ル カ y性で 前報 の 活性化抑

制範囲 （pH ＝7．8〜9．4）に あ る 。 い つ れ の 生 物休液 の 膠質 A 液 （塩濃 度低下）中 で は ア ユ 卵 の 活性化 が起

きる 。 卵白 A 液 で は 他の 生 物体液 A 液 よ り活性化 が 遅延 す る が ， 之 は卵 白の 膠質濃度 が 簡 の 液 よ り大 な

るた め と考え る 。 然 る に 透 析膜 に 対 し て 溶 出 し た B 液 で は 卵 は 活 挫化 を起 さ な い
。 蒸溜 水 の 場合 ， 透析が

充分平衡 に 達 し た と考え て 屯 晶質滲渾圧 は 元来 の If2 に減 じ は い る わ け で あ る が ， こ れ ら の B 液 で も活性

化 し な い 。 即 ち上記生物体 液の ア ユ 卵 に 対 す る活性化 拍制 は 透析 さ れ る 側 に あ る こ と を 示 L
， 9．っ B 液 を

ア ル カ リ性 で あ る こ とか ら ， 卵 巣液 ， 生 物体液 の 抑 制は ア ル カ リ性 で あ る こ と が 関係 し て い る の で な い か と

考 え ら れ る ◎ し か し B 液 で は 4 時 躓拠 理 に な る と ，
ア ユ 卵 を 水道 水に移 し て も活性 化 し 得 な い ． 即 ち ， ア

ル カ リ牲 生 理 的食塩 水 と 同様 の 結 果を示す か ら ， 生 物 体液の 充分 な活 性化抑櫛条 件 と し て は，生 物体液 の 摎

質 に も原因 が あ る様 に 考え られ る 。

　次 に 生物体液 を同量 の 生 理 的食塩 水 に て 透析 し て 滲出 し た B 液 に N40HCI を適 当量 加 え て 酸 性 に し て

第 4 表　加 酸 に よ る pll 変更及 び加熱 の B 液 2 時 間処理 の 活性 化 の 状態

　　卵　　R 　　B　　液　　　　PH

B 液 （Ringcr ）加熱 　　　　　　：

B 液 10 部 十 d．water 　3 部 　　…　8．0

　 〃 　　　 十 N 〆正OHC 藍 3 部 　　2．3

　 〃 　　　　　T 　　　〃 　　　　2　部 　　　　6．4

　 ” 　 　 十 　 〃 　 1．5 部 　 7．2

活性 化 　　羊　血 　清 　B 　液

B 液 （Ringer ）加奏き

B 液 10 部 十 NY ］OHCl 　3 部

　 ’ノ　　　　　十 　　　〃 　　　2．5　音β

　 〃　　　　 ＋　　 〃　　　 2 部

PH 　　活性 化

q
骨

井

6．06

．68

．2

十

ア ー一 卵 の 活 性化 に 対 す る影 響 をみ た 。 上 記 B 液 に 加酸後直 ち に 卵 を入 れ て ， 実験終 了後直 ち KpH を測定

し た 。 夊 ，
B 液 を加熱 （looec ，

2 分 ）し て 実 験 液 と した 。 そ の 結果 は 第 4 表 で あ る 。 加熱し た B 液 で は

依然活性化 を起 さ な い 。 加酸 に よ り pil を酸｛生に した B 液 で は活性 化 が 起 き る 。 以 上 の こ とか ら卵 巣液

卵 白及 び犬 ， 羊 の 血清を媒 液 と し た場 合 ， ア ユ 卵 が 活性化 を 起 さ な い の は ， その 生 物体液の 晶質 に 原 因 し，

先 づ 塩濃度 ． 次 に pH が ア ル カ リ性 で あ る こ と が 関係 し て い る と考 え られ る 。 し か し 実験結票 よ り ， ．透析

前 の 卵 巣液，生 物 体液を媒 濯 と し た 場 合 ，
4 時 面処 理 に て もア ユ 卵 の 活 性化 が 可 逆的 に 抑制さ れ て い るの に

反 し て
， ア ル カ リ性 の 生 理 的食塩 水 ， 或 は 生 物体 液 B 液 （除膠質）の 場合 ，同 時 聞処 理 に t．て 不 可 逆的 に な

る こ と に 差異 が あ る様 で あ る か ら 生 物体 液 の 膠質 電，活性化 の 掬制 に 関係す
’
る と 考 え ら れ る 。

1・t ）
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サ ケ 9E・r．於 て 卵巣液は 活性化抑 ；　 s｛乍用 が あ 桐 様 に ほ ぼ等 調 の M 厂脳 M18 生 理 的 食塩水 （PH − 7・°）頓
性化抵 制作 用 が あ る （久 佐 ，

’50）。 し か し サ ケ卵 で は 卵 巣液 と生 理 的食 塩水 の 間に差 異 は なLA ．
．之 は サ ケ 卵 が

等 調生嬬 喰 塩 水中 で 活性化 し ない た め で あ る 。 ア ユ 卵 に 於 て は ， 等 調生 融 喰 塩 水 とgmPt液 と ecつ い て 1「

ユ 卵 の 活性 化 に 対す る：影響 を み る と差異 が あ る。即 ち 生 理 的 食塩 水 「pH ・
−7．0〜73 ）中 で は ア ユ 卵 は活性化

の 遅延 を 生 じ る が 完全 に 活性 1ヒの 揖 制を 受 け な い 。 然 る に 卵 巣液中 で は全 く活性
’
ヒが 起き な い 。 し か し 前報

の 様 に ア ル カ リ性生 理 的食 塩 水 （p11 − 7．B−−g．．斗）で は 卵 は 活性化 を起 さな い 。　 L か 屯卵巣 液及び活性北 を 同

様 に 生 ぜ し め な い 卵 貞及 び犬洋 舶 清 が ア ル カ リ性 生 理 的食塩 水 と同樹 ⊂1舌性 化 を 起 さ せ な v ・　 P｝1 の 爾

に あ る こ とか ら ， そ れ ら の 抑 制は ， 塩 ， 膠 質以 外 に て ア 儿 カ リ性 で あ る こ と が 原 因 し て い る と考え られ る 。

更 に 上 記 の 生 物体液 の ア ゴ卵 活性化抑制 に は ， 塩 及 び pH 以 外 に は 生 物体液 の 膠質 rC つ い て 考慮す る 必要

が あ る こ と は ， 生物体 液 を 牛 理 的食塩 水を 以 て 薄 め て 行 く と穫釈 量 が 多 くな る程 ， 及 び除膠質 の 生物 体液 で

は ， ア ユ 卵 の 処 理 時 聞が 長 くな る と，7雛 水 ec移 し て titfi性 化 が 行 わ れ な く な る ・ 之は ア ル カ リ性生 理 的食

勘 ゆ 場合 と同様 で あ る 。 然 る に ， 生物｛本液 の み ・或 は そ れ ら の 生 理 的食塩 水 5 倍 稀 釈迄 は長時間処理 に よ

る も， ア ユ 卵 は 水道 水 に 移 す と活性 化 が 起 き る 。 即 ち 生物体 液の 膠質 の 存在 で は 長 時 瞰処翠で も可 逆的活性

化獅制 が 行 わ れ る 。 こ の こ と は ， 生物体 液 の 膠質 に も活性化抑制 に 関係 す る も の が あ る と考 え られ る 。
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